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1. 精子の生存延長に対しては, 卵黄のリポタンパクおよびリペテンがきわめて有効であるが, その有
効性は動物種によって異なる｡ すなわちリポビテリンおよびリボビテレニンは山羊および牛の精子の生存
に有効であり, β- リポビテリンは α-リポビテリンよりもこの有効性が高い｡ リベチンは山羊および馬
の精子に対しては有効であるが, 牛の精子に対しては, ほとんど影響力がない｡
2. 精子に対する温度衝撃の保護物質としては, 卵黄中の中性油脂に最も効果が認められ, ついで α-
および β- リポビテリンならびにレシチンが有効である｡ 精子の受ける凍害に対しては, リポビテリンお





わらないことなどの結果から, 卵黄中の精子の直接のエわ レギー源となりうるものは, 主として遊離の糖
であると考えられる｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
新鮮な鶏卵黄とリン酸塩液とからなる, いわゆる卵黄緩衝液が牛精子の生存を著しく延長することが,
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P.H.Philipsによって1939年に発表されて以来, 今日まで卵黄を主成分とする精液希釈剤が広く家畜の
人工授精に用いられてきた｡
しかし, 精子の生存性に対する有効作用が卵黄中のいかなる成分によるかについては未だ明確な結論が
出されていない｡想うにこれは卵黄の構成成分が非常に複雑なことによるものであろう｡著者は卵黄中の精
子の生存性に対する有効成分を明らかにする目的で, 山羊および牛の精子を中心に, 馬の精子をも用い,
精子の生存性を延長するのに有効と思われる物質, 低温衝撃や凍結の害作用に対し精子を保護するのに有
効な物質および精子の代謝促進に効果のある物質につき検討を加えている｡ その結果精子の生存性の延長
に対しては, 卵黄のリポタンパクおよびリペテンが著しく有効で･, しかもその有効性は動物種によって異
なることおよび卵黄の有効性は主として遊離の糖, 各種アミノ酸, リポタンパクおよびリベチンなどの複
合的な作用によることを明らかにした｡ また温度衝撃に対しては中性油脂が最も高い保護効果があり, つ
いでリポタンパクおよびレシチンに有効性のあることを認め, さらに精子に対する凍害の保護物質として
リポタンパクをあげている｡ また精子の呼吸促進にはたらく物質は, 主として遊離のブドウ糖であろうと
推定している｡
このように本論文は精子の生存性に有効にはたらく鶏卵黄中の有効成分につき検討を加え, 多くの新し
い知見をえたもので, 家畜繁殖学ことに精子の生理学に貢献するところがきわめて大きい｡
よって, 本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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